
まちの将来像では、どこのまちでも通じるものではなく「犬山らしさ」を表わすフレーズ
を入れるとともに、「犬山らしさ」については、市内の特定地域だけを捉えるのではなく、
市内全域に住む人が共感できるものにしたいと考えています。

審議会での意見や市民意識調査（アンケート）では、歴史、文化、自然といったキーワー
ド出てきました。

「水と緑」では自然を表現するとともに、市内各地に広がる田園風景の表現としても捉え
られると考え、この言葉を選択しました。

歴史、文化につきましては、伝統という言葉で表現しています。犬山の歴史、文化、そし
て暮らしが結びついていることから、それらを包含する伝統という言葉を選んでいます。

審議会でのご意見等も踏まえ、第６次総合計画のキーワードは「持続可能」と「循環」だ
と考えています。
これらをそのまま使ってしまうと、「音感」を損ねたり、文章が固くなってしまうと考え、
「つながり」というやわらかい言葉を使用しました。

「循環」については、人の循環であったり、経済の循環、資源の循環といったように、
様々な場面で必要な考え方となります。ここでは個別具体的に表現するのではなくあえて
抽象的な表現にとどめ、様々な意味を包含する文章としています。

「つながり」という言葉を使うことによって、人と人との、交流や連携、協働といったつ
ながりが連想されます。

そして、「つながり＝循環」を通じて実現したい姿として、人やまちや産業などが潤うこ
とを記載しており、それが持続可能なまちを実現するものと考えます。
まちの将来像の中に「持続可能」という言葉はありませんが、解説文の中で、その旨を記
載しています。

まちづくりの考え方にも記載していますが、まちづくりの基本は暮らしている人を豊かに
することだと考えます。そしてその豊かさを実感してもらうことも大切だと考えます。

また、この審議会ではシティプロモーションについてのご意見がたくさん出されています。
住んでいる人が、住み続けたいと思えるまちでないと、外の人は住みたいとは思わない。
だから犬山での暮らしの豊かさを実感してもらって、住み続けたいと思ってもらいたい。
そして、そのことを周りに発信してもらいたい。

これらの思いを込めて「豊かさ実感都市」としています。
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